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　We need another method of  urban planning because we are in transition .Population of Japan has been 
declining in recent years.Urban husbandry is one of the method of urban planning .The basic principle is that 
a little bit of change and great difference.
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１．研究背景
　都市とは私たち人間にとって生活する場であ
り、そこに暮らす人々の文化と風土から形成
され変容していくものであり、人が育ってい
く環境そのものである。今後 100 年の間に日
本の人口は半減するという予測も公表されてい
る。子供が少なく、高齢者が多い。社会構造が
大きく変わっていく時代に私たちは生きていく
ことになる。絶えず新しくした方が良いものが
あれば、できるだけ変わらない方が良いものも
ある。新しい建築を作ることを否定しているの
ではなく、既存のものがある土地を更地にして
新築するということは最後の選択肢にするべき
であり、いかにして新築行為と既存の建築の活
用、再生行為が共存し、どういった変化のプロ
セスで創造性に満ちた都市を作り出していくか
ということが、建築文化が真に貢献できる領域
であると考えている。
定の規模を持った都市を作り出し、そして持続
させるシステムを明確にし、そのシステムの延
長線上で高円寺の文化と風土が作り出してきた
結果としての高円寺を建築学の観点から分析す
る。論文の構成として第１章では、人類が都市
を何のために生み出し、またどんな思想を持っ
てこれまで計画が為されてきたのか、そしてこ
れから都市に求められるコトは何なのかを定義
する。第 2 章ではジェーン・ジェイコブス「ア
メリカ大都市の死と生」とロバータ・グラッツ
の「都市再生」のふたつの著書において都市の
多様性に関する比較から、多様性を生み出す普
遍的な条件とその後の発展過程の抽象化をおこ
なう。第３章では、第２章で抽象化して取り出
した概念に基づいて現在の日本の都市を対象に
して分析をおこない、概念を日本の社会状況に
適した都市の条件として具体化していく。その
対象地として高円寺を取り上げる。終章として
都市開発の手法として大規模再開発プロジェク
トではない、都市養育プロセスを体系立ててま
とめ、手法を提示する。
２．研究目的と論文の構成
　本研究では、都市としての高円寺の形成と現
在まで変容を遂げてきたその過程から、ある一
３．研究対象地
　高円寺は江戸時代から明治時代にかけて形成
された寺町を素地として大正 12 年の関東大震
災で住む場所を失った人々が大量に移り住んで
都市が形成されていく。元々、高円寺は田園地
帯の江戸圏外であり関東大震災以降に人々が流
入し都市が形成されていく過程はいわば自然発
生の都市であると言える。
　高円寺の特筆すべき点は大資本による都市開
発が行われていないことだ。そのため高円寺は
急激に都市景観が変化することなく、大正時代
からの個々の建築や土地の持ち主の判断によっ
て比較的、緩やかで個別の更新によって時代の
変化を受け入れてきた。つまり集権的な大規模
再開発によらない手法で一貫して都市を持続
させてきたと言える。ここにこれからの日本社
会に改めて必要な価値観が詰まっていると考え
る。
４．都市に対する態度と思想
　都市に対する態度は４つあると考えられる。
新開発、再開発、保存、そして養育である。
　これまで人間と都市の歴史を振り返ると、本
来一番身近だった都市というモノが問題解決の
ための手段として認識が変化していっていると
言える。資本主義の中では都市は市場として扱
われ、多くの人間が経済活動を行う場となって
いるのが実情であり、開発と保存が対立概念と
して形成されているが、そのふたつを結びつけ
るような概念は未だ体系化されていない。その
概念が世界で初めて高齢化社会を迎える日本に
おいて生まれてくるのではないか。それが養育
という概念である。
　近代はモノの革命的な変化と資本主義によっ
てモノを得る豊かさを感じられる時代であった
と言える。この急激な発展の背景には、西洋哲
学の影響があると哲学者のホワイトヘッドは述
べている。１７世紀にデカルトが「我思う、ゆ
えに我あり」という表現を掲げて二元論を唱え
た。二元論とは辞書によると「あるものを二つ
の対称的な原理によって理解する考え方」と書
かれている。ホワイトヘッドは近代ヨーロッパ
に生まれたデカルトの二元論に起居する機械論
的自然観の問題性を指摘し、それが「抽象を具
体と置き換える錯誤」を招くとして批判した。
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ホワイトヘッドの世界観では、世界の出来事と
は何かたったひとつの「原因」のみによって
発生してくるのではなく、無数の事象が一緒
になって初めて引き起こされるものだとされて
いる。西洋哲学の強みは階層的に分けることで
文明を発展させていったことだと言える。西洋
の理性を背景に都市思想の変化を見ていくと、
１９６５年のクリストファー・アレグザンダー
の「都市はツリー構造ではない」の中でそれが
現れている。アレグザンダーは長い年月をかけ
て自然にできあがった都市（「自然の都市」）に、
互いに関係をもつ物質的要素の集合（セット）
が重なり合いながら集まるセミラティス構造を
見出した。
　この関係性は都市や建築、人の関係にも当て
はまる構造であり、都市内部において、この関
係性を弱くあるいは壊してしまうのが大規模再
開発だとして近代の都市開発を批判したのが
ジェーン・ジェイコブスだったと言える。
　セミラチス構造においての関係性とは何かを
媒体にした結びつきのことであり、その結びつ
きを強化していく過程の出来事そのものが都市
の本質なのではないだろうかと考える。
　都市に対する認識は徐々に具体像から形のな
い関係性に移り変わってきたことが読み取れ
る。
　セミラチス構造の長所は各要素間で多様な結
びつきを可能にすることであり、それは現代の
我々人間の関係性を表すこともできるのではな
いだろうか。
５．都市における多様性
　①一次用途の混合
　その地区や内部のできるだけ多くの部分が２
つ以上の主要機能を果たさなくてはならない。
できれば３つ以上が望ましい。こうした機能は
別々の時間帯に外に出る人々や違う理由でそ
の場所にいて、しかも多くの施設を一緒に使う
人々が確実に存在するように保証してくれるも
のでなくてはならない。
②頻繁な街路
　ほとんどの街区は短くてはならない。街路や
角を曲がる機会は頻繁でなくてはならない。
③規模の似た古さの違う建物の混在
　古さや条件が異なる各種の建物を混在させな
ければならない。そこには古い建物が相当数
あってそれが生み出す経済収益が異なっている
べき。この混在は規模がそこそこ似通ったもの
同士でなくてはならない。
④人口の集中
　十分な密度で人がいなくてはならない。何の
目的でその人たちがそこにいるかは問わない。
そこに住んでいるという理由でそこにいる人々
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の人口密度も含まれる。
これら４つの条件が全て揃えば、都市は経済
的、社会的に見て、多様性が自然発生して最大
限の能力を発揮するのに適した場所になると述
べている。
６. 高円寺の都市空間
〈都市の構造〉
高円寺が農村地域だった頃から残る道を基盤に
して袋小路が住宅外で発達しながら人口の密集
が進んでいった。それによって奥へいくに連れ
て私性の強い住宅地となっている。
〈文化商売の副次的発展〉
高円寺にはジェイコブスの言うような、都市全
体における一次用途の混合から、独特の二次的
多様性が生まれていると言える。都市の中に常
に用途を多数仕組んでおく必要性があるという
ことが明らかになる。また、ある１つの用途だ
けが集積しているだけでは十分と言えず、ある
用途を時代に合わせ、代謝させていくことでそ
れは異なる価値観を持ち合わせた用途に変質す
る。そうすることである単独の用途が何かし
らの原因で衰退してしまっても都市全体として
は、衰退することはなく、そこに残った空間は
他の発展しつつある用途が収まるというサイク
ルが本来的には起こるはずである。都市におけ
る多様性に必要なのは、絶えず用途を変化させ
ていくことであり、元をたどればある用途に行
き着くという下図のようなプロセスがある都市
の文化、商売の連続性を生み、歴史となってい
く。この都市の副次的発展プロセスの中で個人
の価値観を媒体として都市がイメージされ、そ
こにコミュニティが生まれていく。高円寺は個
人の価値観を尊重することで、多様な価値観を
受け入れる都市を時間をかけて育んできたと言
える。
袋小路を持つ街区
〈多様性を育む建築〉
　ジェイコブスがあげたような４つの条件「一
次用途の混合」「頻繁な街路」「古い建築」「高密」
これらを受け入れるような建築が都市に建てら
れることが望ましい。それらの建築の類型化を
行った。
〈再生建築〉
ある都市のそれぞれの「資源」に依存するよう
にして文化商売を発展させていくプロセスを構
築する必要がある。それがその都市の強化につ
ながり、歴史的な連続性を構築していく。また、
その連続性の過程で生まれる複数の用途を都市
内部に集積させていく必要がある。そうするこ
とで、単一の用途がなんらかの原因で衰退して
も、都市全体としては発展の過程が途切れるこ
となく、持続させていくことができる。用途を
失った建築の空間には、他の集積しつつある用
途が収まり建築は絶えず再生されていく。
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〈都市の多様性を統合する公共建築〉
座・高円寺を高円寺における文化・商売の副次
的発展の中で捉えてみる。そうすると劇場とい
う性格、阿波踊りの練習場、カフェの併設、過
去に都市で花開いた多様性の歴史を示したプロ
グラムで構成されている。つまり、座・高円寺
は、これまでの箱物行政と言われるような公共
建築とは一線を画した、都市の連続的な発展の
ひとつの区切りとしての産物だと言える。
　現在の日本では、公共政策、公共工事という
呼ばれ方があるように、我々が漠然と抱き続け
る、「公＝官 ( 政府 )」 という考えがある。
　日本社会は共同体の重層によって構成されて
いたため、より上位あるいはより広域の共同体
を公と意識する。これまでの「公共」は行政に
よる私的な建築であったと言える。座高円寺の
場合はこの関係が逆流する。私的な文化商業活
動の集積が「おおやけ」を作り出し、それがあ
るかたちとなって結晶している。この場合、建
築はある強いかたちを持ち、決して変わらない
ような、内部に開かれた世界を構築する必要が
ある。なぜなら、このような建築は都市の発展
の頂点に位置するような建築であり、都市の
骨格となり得るような象徴性が求められるから
だ。また、内部で行われている活動は都市の文
化を再強化あるいは、洗練させていく必要があ
るからである。行われている活動の質が問題に
なってくる。実際に座高円寺では、内部のフレ
キシブルな空間を活用し、高円寺の古書店が一
堂に会する古本のマーケットを行ったりするな
ど、分散して集積している一部の多様性を空間
的にもまとめ上げている。おおやけの建築は都
市にとって都市の文化の質を上げるための役割
を担っていく。
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７. 都市養育の手法
高円寺の都市の発展の具体例から、都市養育に
必要な条件と計画的な手法を提示する。都市養
育の基盤となるのは、歴史の連続性と個人の多
様な価値観によるコミュニティのつながりであ
る。
　都市養育に必要な普遍的な要素は以下の事柄
である。
①段階的な人口の集中
　段階的に人口が集中することで、プライバ
シーの階層的なヒエラルキーを伴いながら密集
を進めることができる。
②文化商売の副次的発展のプロセスの構築
　ある都市のそれぞれの「資源」に依存するよ
うにして文化商売を発展させていくプロセスを
構築する必要がある。それがその都市の強化に
つながり、歴史的な連続性を構築していく。ま
た、その連続性の過程で生まれる複数の用途を
都市内部に集積させていく必要がある。そうす
ることで、単一の用途がなんらかの原因で衰退
しても、都市全体としては発展の過程が途切れ
ることなく、持続させていくことができる。用
途を失った建築の空間には、他の集積しつつあ
る用途が収まり建築は絶えず再生されていく。
③多様性を育む建築
　ジェイコブスがあげたような４つの条件「一
次用途の混合」「頻繁な街路」「古い建築」「高密」
これらを受け入れるような建築が都市に建てら
れることが望ましい。
④異質の注入
　副次的発展のプロセスの中で欠かせないの
は、その都市の人々の価値観とは異なる新参者
をしばしば受け入れる必要がある。異種の価値
観がぶつかるところに小さな変化が生まれ、そ
れが大きな違いとなって後に現れる。
⑤過去を統合する「おおやけ」の建築
　多様性が育まれていく中で、他の多様性に押
し出され、衰退していくものは必ず存在する。
そういったプロセスの中で生まれた出来事を統
合する強いかたちを纏った建築が必要となる。
私的な行政のトップダウンによってつくられ
る建築ではなく、都市の多様性の発展のプロセ
スの産物となるようなボトムアップのプロセス
を踏む建築が、その都市の文化を再強化してい
く。
都市養育とその他の手法の違い
　これまでの都市計画は東京都のマスタープランに従う、ツリー構造の都市づくりであった。
それはまさに二元論的な抽象的かつ単純化された図式的な都市である。要素を単純化してしま
えば分かりやすくなるのは至極当然なことであるが、都市において単純な問題は１つとして存
在していない。すべての事柄は相関しあっている出来事であり、分けられる事柄はなく、それ
らをつなげていく他ない。それが不連続の連続を構築し、複雑系の関係性の中で世界が結ばれ
ていく。人々の固有の感性や価値観によって都市が構成されることで幾重にも主観の重なった
都市がイメージされる。上の図は江戸屏風図であるが、物理的な距離は放棄されその都市で見
えるもの体験されるものを主観的に描き出している。異なる人物がこの絵を書けばそれはまた
別の絵となる。つまり都市は極めて主観的に観察される。その全てを精密に計画によってコン
トロールすることは不可能であり、そうではなくそれぞれの価値観を受け入れる計画を計画し
なくてはならない。このような絵がより多く描くことができる都市がより良い都市であり、ま
たそれぞれが違った都市になっているべきである。本来的に日本と西洋の都市へのイメージは
異なっていたことが都市の俯瞰図を比較しても明白である。こうした都市に対するイメージが
現在に通じるような日本らしい都市と言える。
